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１．前回までの審議内容
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１-１．評価対象区間

〇宮崎市は空港、港湾及び高速道路・国道など、主要な交通手段が中心部付近に集積
〇評価対象区間は、宮崎市北部に位置し、県東部を縦貫する幹線道路である国道10号の一部区間であり、前後を4
車線区間に挟まれた2車線区間
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◆意見聴取内容
○評価対象地域における

まちづくりビジョン

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス》
対象者：沿線周辺

自治体
評価対象地域

の住民

【審議事項】
◆計画段階評価

手続きの
進め方（案）

◆地域特性と周辺
環境

◆沿線自治体等へ
の意見聴取方法

【審議事項】

◆沿線自治体等か
ら聴取した意見
内容の確認

◆地域の現状と
課題

◆政策目標（案）

◆地域の意見聴取
方法（案）

◆意見聴取内容
○地域の有する現状

と課題
○政策目標 （案）

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、
アンケート》

対象者：沿線周辺
自治体

団体代表者
地域住民
企業等

◆意見聴取内容
○対応方針（複数案）

検討に係る重視
すべき項目

◆意見聴取方法
《ヒアリング、

オープンハウス、
アンケート》

対象者：沿線周辺
自治体

団体代表者
地域住民
企業等

【審議事項】

◆地域から聴取
した意見内容
の確認

◆対応方針（案）
の検討

対
応
方
針
（案
）の
決
定
（概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

第２回

九州地方小委員会
九州地方
小委員会

地域の
意見聴取

【審議事項】

◆地域から聴取した
意見内容の確認

◆政策目標の設定

◆対応方針（複数案）
の設定

◆評価項目の設定

◆地域の意見聴取
方法

九州地方小委員会
地域の
意見聴取

第１回

九州地方小委員会
地域の
意見聴取

地 方 小 委 員 会

【平成27年3月】

１-２．計画段階評価手続きの進め方（案）

【平成31年2月】【平成29年3月】
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■実施日

平成２７年３月１０日

■主な議題

①地域特性と周辺環境

②沿線自治体等への意見聴取方法

九州地方小委員会（１回目）の概要

九州地方小委員会（１回目）での主な指摘事項と対応状況

指摘事項

住民への意見聴取の際には、一部の意見を

とらまえて、市街化区域の拡大に繋がるような

議論にならないよう、地元自治体と連携し実施

してもらいたい。

対応状況

住民への意見聴取にあたっては、宮崎市と連携し、都市

計画マスタープランにある「新たな都市機能の立地の抑制」

の基本方針、及び、対象区間の位置づけについて、丁寧に

説明した。

１-３．前回審議内容＜九州地方小委員会（１回目）＞
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主な地域特性と周辺環境

暮らし

産業

観光

医療

防災

○国道１０号沿線は、大部分が市街化区域に指定

○評価対象地域には通学区域が広がっている

○国道１０号は中核拠点と地域拠点を連絡する南北交通基幹軸

○対象地域南部は生活・住宅拠点

○評価対象地域北部は地域拠点

○宮崎テクノリサーチパーク周辺は物流・工業拠点として位置づけ

○観光施設が点在する海岸沿い（一ツ葉有料道路周辺）が観光・リゾ
ート拠点として位置づけ

○宮崎市中心部に位置する宮崎県立宮崎病院周辺は高度医療を提供
する学術・医療拠点に位置づけ

○防災拠点への緊急避難には国道１０号を利用する可能性が高い
○IC周辺や対象地域北西部は、被災した際の受援、救援・救護等、

後方支援機能の強化を図る地域
○対象地域を縦貫する道路ネットワークを活用した復旧支援活動が

予想

○県内の工業団地の多くは高速道路、港、空港周辺に多く

点在

○対象地域の製造品出荷額は県内の約５％

○対象地域には、複数の工業団地が立地

○宮崎県内の主要な観光地は県南部に多く分布

○県全体の観光客のうち約２５％が宮崎市を来訪

○宮崎市内の観光地への移動手段の多くはマイカーやバス

○県の第３次救急医療施設の多くは宮崎市中心部に位置

○対象地域における高度医療サービスは市中心部の施設
を利用

○東海岸沿いは東南海・南海沖地震発生時の津波想定浸
水域

１-３．前回審議内容＜九州地方小委員会（１回目）＞
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２．第１回意見聴取の概要

7



8

２．第１回意見聴取の概要 ～概要～

■意見聴取は、自治体ヒアリング、オープンハウスにより、 以下の内容を実施した。

対象
意見聴取

方法
実施期間 対象の詳細 回答状況

自治体 ヒアリング
平成２９年

3月6日（月）
～3月10日（金）

宮崎県、宮崎市、西都市、新富町
（１県３自治体）

４自治体より

地域
住民

オープン
ハウス

平成２９年
3月15日（水）

～3月19日（日）

オープン
ハウス
３会場

宮崎市街地部：宮崎市役所 （平日のみ）
95票

（101人） 回答票
473票

（501人）住吉地区：マルミヤストア住吉店 （平日・休日）
197票

（208人）

佐土原地区：佐土原図書館 （平日・休日）
181票

（192人）

■記者発表・チラシなどによる広報
○記者発表 平成29年3月1日（水）
○広報用チラシ・ポスター
（県庁、市役所、各会場及び周辺施設に掲示・配布）
○新聞折込み ○自治会回覧

▲ 広報用チラシ ▲ ポスター設置状況

値は平休合計
（ ）内は来場者数

10代
0.4%

20代
6.3%

30代
12.7%

40代
13.4%

50代
11.2%

60代
28.2%

70代
22.6%

80代以上
5.2%

473人

【 年 代 】

約４割

○回答者の年齢階層は、60代が3割弱と
もっとも多く、次いで70代が2割、20～50代
の中間層が約4割となっている

【 居住地 】

住吉地区

41%

佐土原

地区

33%

その他

宮崎市

23%

宮崎市外

3%

473人

７割超

○回答者の居住地割合は、
全体で対象地域 (住吉・佐土原)が
7割を超える

■オープンハウス意見聴取内訳

【参考】
回答者の性別

男性：６４％
女性：３６％



２．第１回意見聴取の概要 ～オープンハウス～

○評価対象地域におけるまちづくりに

ついて「望むこと」「望まないこと」を

対面聞き取り方式により意見を

伺った。

9

パネル① パネル②

パネル③ パネル④ パネル⑤

【宮崎市街地部：宮崎市役所】

【住吉地区：マルミヤストア住吉店】

【佐土原地区：佐土原図書館】

意見聴取シート

■設問事項 ■オープンハウス実施状況■オープンハウスに使用したパネル



３．第１回意見聴取の結果
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３．第１回意見聴取の結果 ～オープンハウス～

■主な意見(カテゴリー)の整理

【回答者全体】

「まちづくりに望むこと」（複数回答） 「まちづくりに望まないこと」（複数回答）

【居住地区別回答】 【回答者全体】

※全回答者数
N=473人

延べ971意見

※居住地別回答者数
住 吉：193
佐土原：155
その他：125

※全回答者数
N=473人

延べ108意見

○まちづくりに望むことは971意見、望まないことは108意見と、望むことを多く回答している
○望むことでは、暮らしに関する意見が多く、そのうち、約８割の人が「渋滞」への懸念や解消への期待の声を寄せており、

次いで、渋滞による「（道路の）安全」や「沿道環境」への影響に対する対策を求める声が多いが、特に混雑する「住
吉地域」で安全を求める声が多い

○望まないことでは、街や商店の衰退、開発等による環境の悪化を懸念する声が多い

11
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３．第１回意見聴取の結果 ～オープンハウス～

■暮らしに関する主な意見 ■望むことの意⾒ ■望まないことの意⾒（回答者の居住地）

■幹線道路がしっかりした円滑な移動ができるまちづくりを望む。(渋滞：住吉地区)

■朝、夕の渋滞で、佐土原と宮崎市間の移動時間の想定が困難である。（渋滞：佐土原地区）

■交通体系が整備され、中心部までの移動時間が短縮されることを望む。（渋滞：その他宮崎市）

■混雑がまちづくりや地域の活性化に悪い影響を与えていると思う。（渋滞：佐土原地区）

■住吉地区は、安全面からも渋滞問題が最優先である。(渋滞：住吉地区)

■子供たちの通学路の危険性が増しているため、高齢者や子供たちが安心安全に暮らせるまちで

あって欲しい。（安全：住吉地区）

■住吉地区の買い物客等の賑わいが保たれたまちづくり。（沿道環境：佐土原地区）

■幹線道路としての機能が低下することは望まない。（渋滞：その他宮崎市）

■生活道路に通過交通が入るなどして、危険な状態は望まない。(安全：住吉地区)

■バイパス整備による現道沿いの市街地衰退は望まない。（沿道環境：その他宮崎市）
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３．第１回意見聴取の結果 ～オープンハウス～

■暮らし以外に関する主な意見

■災害に強い道路を望む。（防災：住吉地区）

■防災への備えが整っているまちづくりが必要。（防災：住吉地区）

■救急車の安全な追い越しが困難でスピードが上がらない点の改善が必要。（医療：佐土原地区）

■人の命を優先するまちづくりを望む。（医療：住吉地区）

■産業と商業がうまく連携し、若い人が増えるベットタウンとなるように、企業誘致を進めて魅力ある

まちづくりが必要。（産業：住吉地区）

■観光振興の面からも渋滞緩和を望む。（観光：佐土原地区）

■早期の実現を望む。（その他：佐土原地区）

■工業団地の開発は望まない。（産業：住吉地区）

■コスト高で費用対効果に見合わない道路は望まない。 （その他：その他宮崎市）

■望むことの意⾒ ■望まないことの意⾒（カテゴリー：回答者の居住地）
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３．第１回意見聴取の結果 ～自治体ヒアリング～

【宮崎県】

・宮崎環状道路の一部を構成し、宮崎北部地域と宮崎市中心市街地を結ぶ基幹交通網軸として
「サービス速度向上」が必要

・自動車利用の観光客が県内外から通年で宮崎市に集中。観光交通の円滑な移動経路として
慢性的渋滞の解消が必要

・当該地域を含め北部方面から県立宮崎病院（第3次救急医療施設）への主要な救急搬送経路
で沿線地域における「命の道」として「安定した走行環境の確保」が必要

・防災時の重要な道路（第1次緊急輸送道路）であり、災害時の避難や緊急物資の支援ルートと
しての機能向上が必要

【宮崎市】

・合併後の市の一体化及び交流・連携の強化を図る都市形成軸に位置づけており、本市都心部
と北部の佐土原地域および西部の高岡地域を結ぶ重要な幹線道路

・住吉地域以北の安定した医療提供のため、医療が充実する本市中心部への救急搬送ルートと
して整備が必要

【西都市】

・宮崎市への通勤・通学の利便性が向上し、西都市の定住人口の増加や、人口減少に歯止めが
見込まれるような都市間の幹線軸として渋滞解消が必要

【新富町】

・宮崎市への通勤・通学の利便性が向上し、新富町の産業・経済効果を高めるため宮崎市内か
らの誘客増加や流通の効率化が図られるような都市間の幹線軸として渋滞解消が必要 14



３．第１回意見聴取の結果 まとめ

○意見聴取の結果、「暮らし」については、地域の関心が高く、特に意見が多かったことから、暮らしのカテゴリーを
「渋滞」「安全」 「沿道環境」の3つに分類し、地域の現状と課題、政策目標（案）を整理する。
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災害発生時にも機能する災害に強いまちづくり

観光地間の円滑な移動により、観光が活性化するまちづくり

いつでも円滑な救急医療活動ができるまちづくり

企業誘致を進めて、若い人が増える魅力あるまちづくり

① 暮 ら し
1 渋滞

2 安全

② 防 災

③ 医 療

④ 産 業

⑤ 観 光

円滑な移動ができるまちづくり

高齢者や子供たちが安全に安心して暮らせるまちづくり

買い物客等の賑わいが保たれるまちづくり
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[
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＜地域が望むまちづくり意⾒＞
＜意⾒を踏まえた

地域の課題＞
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3 沿道環境



４．地域の現状と課題
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10

対象区間
国道10号宮崎北BP

４車線
国道10号佐土原BP

完成４車線（暫定供用中）

T’=22,068（台/日）
K=1.77

T’=22,479（台/日）
K=1.44

至）西都市

至）宮崎市
中心部

下り
（方面）

片瀬原交差点

原口交差点

新名爪
交差点

上り
（方面）

至）延岡市

T’=17,040（台/日）
K=1.24

220m
（7：00）

450m
（17：10）

たぶのき

椨ノ木交差点

黒田交差点

小

高

中

中

中
高

小

島之内交差点

2車線

資料：H27 年 一般交通量調査

○対象区間は、４車線道路に挟まれた２車線区間であり、交通容量を上回る２．２万台/日の交通が集中し、平日、休
日ともに渋滞が発生している

○対象区間は、主要渋滞箇所が６箇所と集中し主要渋滞区間となっており、特に休日の速度低下が著しく、沿線店舗
への出入交通が渋滞に拍車をかけている

４．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－１渋滞＞

▲ 国道10号から沿道施設への出入による影響休
日

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

渋滞長(観測時間)
H30.6.27

高

中

小

平
日

上段：日交通量(台/日)
下段：混雑度

凡例

T’=22,100（台/日）
K=1.51

商業施設(150㎡～)

小学校

中学校

高等学校

資料：商業施設(H25年度宮崎市都市計画
基礎調査より作成)、教育施設は、
宮崎市調べ

商業施設
2019年3月出店予定

○通勤時に混雑し、時間が読めない。
○混雑時は店舗から右折で出られないため左折

して出ることもある。
○渋滞がひどくて買物を取り止めることもある。

また、お店から帰るのに出づらくて困る。
（地域住民オープンハウス） H29.3

17

至 延岡市

至 宮崎市中心部

写真①

写真①②

写真② 至 延岡市

至 宮崎市中心部

原口 新名爪
特に休日に著しい速度低下

速度低下

▲ 国道10号対象区間の時間帯別速度分布図
(ピーク時間帯上下平均)

資料：ETC2.0データ(H29.4.1～H30.3.31）
H27 一般交通量調査 一般国道（直轄）の平日混雑時旅行速度

休日：10時～16時 平日：7時～10時、16時～19時

宮崎県の一般国道（直轄）の
平均旅行速度 38km/h

宮崎県の一般国道（直轄）の
平均旅行速度 38km/h
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資料：交通事故統合データベース

死傷事故率は県内国道平均の約３倍

宮崎北BP
平均：135

対象区間佐土原BP（2/4） 宮崎北BP（4/4）

対象区間平均：
326

佐土原BP
平均：27

県内国道平均：
90

（交差点名称）新名爪原口

追突

72.8

出会頭

12.4

左折

4.5

右折

2.1

正面衝突

0.7

人対車両

1.4

その他

6.1 追突

出会頭

左折

右折

正面衝突

人対車両

その他

○ 歩道の幅も狭いため、歩行者や自転車にも危険が多い。（宮崎北警察署ヒア）H24
○ 国道10号は地域の生活道路でもあるので、地元に関係ない車は排除して欲しい。

（地域住民オープンハウス） H29.3
○ 住吉地区は学校が多いので、生徒が安心して通学できる道路整備をお願いしたい。

（地域住民オープンハウス） H29.3
○ 国道10号の渋滞がひどく、地域の生活道路が迂回路になっている

ことから、子供たちの通学路の危険性が増しているため、高齢者や
子供たちが安心安全に暮らせるまちであって欲しい。

（地域住民オープンハウス）H29.3

18

至
）延
岡
市

黒田交差点

1010

至）宮崎市
中心部

至）西都市

○対象区間の平均死傷事故率は前後区間の平均及び県内国道平均と比べ高い状況であり、追突事故が７割以上
○渋滞だけでなく、沿線店舗等への出入交通も多いため、自動車交通の安全確保が課題である
○国道や交差する市道等は通学路指定されているが、歩道未設置区間があり、歩行者の安全確保が課題である

▲ 国道10号（対象区間）の交通事故分類
（H25～H28）

資料：交通事故統合データベース

対象区間
国道10号宮崎北BP

４車線

原口交差点

新名爪
交差点

４．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－２安全＞

島之内交差点

2車線

300件/億台キロ以上

300件/億台キロ未満

みやざき中央
支援学校
（242人）

宮崎県立
明星視覚支援学校

（24人） 住吉
中央保育園

（77人）

住吉幼稚園
（161人）

宮崎日本大学
中学・高等学校

（1,723人）

宮崎市立
住吉小学校

（931人）

島之内保育園
（93人）

宮崎県立
宮崎北高等学校

（952人）

日章学園高等学校
日章学園中学校

（1,332人）

写真②

写真①

写真③

写真①

▲ 歩行者状況(国道10号)

※生徒数：H30.4時点(宮崎市調べ)、通学路指定路線：H30.8時点

宮崎市立
住吉中学校

（576人）

■ 国道10号（対象区間）の死傷事故率（H25～H28）

▲ 歩行者状況(国道10号)

写真②

商業施設
2019年3月
出店予定

死傷事故件数

426件/4年
(H25～H28)

追突事故が7割
以上を占める

▲ 生活道路（通学路）への
通過車両進入状況

写真③

国道10号佐土原BP
完成４車線
（暫定供用中）



0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

S50 S55 S60 H02 H07 H12 H17 H22 H27

19

○宮崎県の人口が減少する中、対象区間周辺地域は増加傾向にある
○国道１０号周辺は、市街化区域の拡大・用途地域指定による都市機能誘導で計画的なまちづくりが行われている
○一方で、交通環境の変化による既成市街地の衰退や新たな道路整備による無秩序な市街化への懸念が課題である

宮崎県（1.02）

宮崎市（1.38）

対象区間周辺地域（1.57）

全国（1.14）

▲人口の伸び率（S50-H27)

４．地域の現状と課題＜暮らし・・・①－３沿道環境＞

資料：各年国勢調査

資料：国勢調査（S50～H27）

S50を1.0とした伸び率

▲対象区間周辺地域の人口増減（S50-H27）

対象区間周辺地域
では約２万人増加

10

宮崎市

西都市

対象区間
周辺地域

大字島之内
2.28大字新名爪

2.19

対象
区間

至) 延岡市

至) 宮崎市中心市街地

※市街化区域：都市計画区域内で既に市街地を

形成している区域および概ね10年以内に優先

的かつ計画的に市街化を図るべき区域

資料：宮崎市都市計画総括図（H22.2月）

市街化区域

10

10

○青島や堀切峠のようにバイパス整備により旧道沿いの街が衰退するようなことは望まない。

（地域住民オープンハウス） H29.3

○近場で日常の買物ができなくなると困るので、住吉地区の賑わいが保たれたまちづくり。

（地域住民オープンハウス） H29.3

宮崎県は減少傾向(平成７年以降)

▲ 対象区間周辺地域の市街地拡大（S50-H22）

資料：国土地理院 ▲ 対象区間周辺地域の土地利用状況

佐土原駅

住吉IC

原⼝交差点

新名⽖
交差点

新名⽖
交差点

原⼝
交差点

対
象
区
間

10

にい な づめ

日向住吉駅

原口交差点

新名爪交差点

国道沿道で
市街化区域が拡大

はるぐち

対
象
区
間



４．地域の現状と課題＜②防災＞

○宮崎県の東海岸沿いは、南海トラフ巨大地震発生時の津波浸水想定区域となっている
○国道１０号は、緊急輸送車両の通行を確保するため緊急交通路の最優先予定道路の代替路線に指定されている
○対象区間の国道10号は2車線であるため、緊急避難時の交通集中による容量不足が生じ、緊急交通路として機能

不全に陥ることが懸念される

資料：宮崎県津波浸水想定（H25.2）
宮崎市地震津波対策インフラ構想（H25.10)
宮崎市津波ハザードマップ（H25.12）
宮崎市地域防災計画（H26.5）

（仮称）国富SIC

宮崎西IC

10

西都IC

宮崎IC

10

宮崎空港

宮崎港

宮崎県庁

宮崎市役所
（宮崎市災害対策本部）

※緊急交通路とは、災害対策基本法に基づき、被災者の避
難路の確保、傷病者の搬送、救急・救護活動、救急物資
輸送等に要する緊急輸送車両の通行を確保するため、県
公安委員会で指定された路線

日向住吉駅

▲ 津波浸水想定区域および緊急交通路の位置づけ

対象
区間

○津波に対する意識が上がっていて一ツ葉
有料道路は津波時に使えないので、災害
に強い道路を望む。

（地域住民オープンハウス） H29.3

日向灘

20

新名⽖
交差点

原⼝
交差点

宮崎市最大16m

至
）延
岡
市至

）
宮
崎
市
中
心
部

10

新富町

宮崎市

日向灘

対象区間

住吉IC

：避難の方向

西都IC

ｼｰｶﾞｲｱIC

西都市

住吉地区

資料：ひなたGISを基に作成

原⼝交差点
新名⽖交差点

一ツ葉有料道路が津波浸水
により利用ができなくなるた
め、国道10号に交通が集中し
渋滞が発生

10



○家族が救急車で県立病院へ搬送
された時に、同乗を経験したが、国
道10号住吉地区は追い越しが出
来ず、なかなかスピードが上がら
なかった。宮崎北バイパスを走行
する時はスムーズだった。

（地域住民オープンハウス） H29.3

117 134 141 145 179 181 253 319 284 329 35564 67 79 72
89 100

151
179 204 170 189

0

200

400

600

800

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

住吉救急小隊 北部救急小隊

181 201 220 217
268 281

404
498 488 499

544

(件/年)

33分

30分

混雑時

非混雑時

○対象区間周辺の救急搬送では、約３割が第３次救急医療施設の県立宮崎病院へ搬送されており、年間の救急
搬送件数が増加傾向にある

○対象区間は、沿道店舗への出入りが多く、急ブレーキ等で救急搬送患者への負担が大きい区間となっている
○県立宮崎病院までの所要時間は、混雑時と非混雑時で開きがあり、安定した救急搬送の確保が課題である

４．地域の現状と課題＜③医療＞

▲ 北部・住吉救急小隊からの救急搬送先
資料：宮崎市消防局(H29)

搬送件数
(H29)

1,771件/年

県立宮崎病院
（第３次救急医療）

31％
（544件/年）

その他
（第2次救急医療施設等）

６９％

▲ 北部救急小隊から県立宮崎病院への
混雑時と非混雑時所要時間の比較

資料：ETC2.0データ（H29.4.1-H30.3.31）

資料：宮崎市消防局、東児湯消防組合(H19-H29)
▲ 県立宮崎病院への救急搬送件数の推移

▲ 救急隊管轄エリア・救急医療施設位置

7:00～9:00
17:00～19:00

9:00～17:00

資料：ETC2.0データ(H29.4.1～H30.3.31)

所要時間差 約３分

○この地区の渋滞と信号の多さ
（11箇所/5km）は、患者への負
担が大きい。

○この地区の搬送時間にばらつ
きがあるため、常に渋滞状況を
気に掛けながら活動せざるを
得ない状況である。

（宮崎市消防局ヒア） H26

▲ 国道10号における急ブレーキ（前後加速度-0.25G以上）の発生率

▲ 渋滞区間を通過する救急車

21

住吉救急小隊

県立宮崎病院
（第3次救急医療施設）

宮崎市

新富町

国富町

第3次救急医療施設

第2次救急医療施設

対象区間

西都IC

宮崎西IC

北部救急小隊

（仮称）国富SIC

10

佐土原BP起点

新名爪

原口

宮崎北BP終点



○住吉地区の国道10号の渋滞により、部品供給のレスポンスが悪いため、
部品調達は東側の市道や(主)宮崎島之内線、一ッ葉有料道路を利用し
ている。

○住吉地区の国道10号が渋滞するため、沿道にあった工場を本社近隣に
移転した。 (製造企業ヒアリング) H28.1

○住吉地区の国道10号が渋滞するため、東側の(主)宮崎島之内線等を利
用し、無駄な迂回が生じている。

○国道10号を渋滞なく利用できれば、無駄な迂回がなくなるため、
輸送コスト削減につながり助かる。 （物流輸送ヒアリング） H28.2

22

４．地域の現状と課題＜④産業＞

○宮崎市の製造品出荷額は宮崎県内第３位であり、対象区間沿線には宮崎テクノリサーチパークや北部工業団地
等の産業拠点が立地している

○国道10号が渋滞しているため、周辺の県道や市道等を利用しており、無駄な迂回とコストが発生している
○対象区間周辺の国道10号を利用している企業の多くが、渋滞により企業活動に影響を受けている

▲ 対象区間周辺の工業団地・工場
資料：宮崎市工業政策課（H30）

企業活動に影響あり
72％

企業活動に影響なし
28％

資料：企業アンケート結果（H26.11）

＜渋滞が企業活動に与える影響＞

市北部より市中心部に向けて
国道10号を利用する企業のう
ち、７割以上の企業が対象区
間の渋滞の影響を受けている

【 N=18】

渋滞しているため
ほとんど利用しない

25％
頻繁に利用する

46％
よく利用する

21％

たまに利用する
8％

資料：工業統計（H29）

【 N=24】

＜国道10号（対象区間）の利用状況＞

至）宮崎市
中心部

対象区間
国道10号宮崎北BP

４車線

国道10号佐土原BP
完成４車線

（暫定供用中）

2車線

10

10

片瀬原交差点

原口交差点

新名爪
交差点

島之内交差点

至）延岡市

至）西都市
7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

平
日

▲ 国道10号対象区間の時間帯別速度分布図
資料：ETC2.0データ(H29.4.1～H30.3.31）

上り
（方面）

下り
（方面）

終日速度低下している状況

西都IC

宮崎西IC

（仮称）
国富SIC

対
象
区
間

部品調達
迂回ルート

田
野･

都
城
方
面

宮崎テクノリサーチ
パーク
（15.4万㎡）
分譲 H8～

石崎工業団地
（4.0万㎡）
分譲 H21～

北部工業団地
（4.7万㎡）
分譲 S58～

倉岡ニュータウン
業務用地
（6.8万㎡）
分譲 H21～

佐土原中央
工業団地
（10.2万㎡）
分譲 H5～ (株)ホンダロック

本社・宮崎工場
（3.3万㎡）
操業 S37～

(株)ホンダロック
広瀬工場
（3.4万㎡）
操業 S62～

宮崎ハイテク
工業団地
（38.2万㎡）
分譲 H23～

部品調達
ルート

10

10
10
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４．地域の現状と課題＜⑤観光＞

○宮崎県内には数多くの観光地があり、対象区間周辺にも著名な観光施設等が存在している
○宮崎市内の観光客数は増加傾向にあり、観光地への移動手段は、多くが自家用車やバスを利用している
○対象区間の休日における混雑時速度は平日の混雑時を下回り、観光地への円滑な移動を阻害している

▲ 宮崎市観光時の代表移動手段

▲ 対象区間周辺の主要観光施設

10

西都IC

宮崎港

10

佐土原
歴史資料館

国際ゴルフ
倶楽部

ハイビスカス
ゴルフクラブ

フェニックス
カントリークラブ

宮崎県
総合博物館

宮崎神宮

宮崎県立美術館

総合文化公園

宮崎
科学技術館

シェラトングランデ
オーシャンリゾート

▲ 宮崎県の主要観光施設

（仮称）国富SIC

石崎の杜歓鯨館

フローランテ
宮崎

宮崎市フェニックス
自然動物園

サンシャイン
カントリークラブ

自家用車バス

レンタカー
タクシー

JR

航空機 その他

N=1261

約９割

資料：H24宮崎市観光客アンケート調査

資料：宮崎市観光統計（H29）資料： 宮崎県観光入込客統計調査（H29）
※主要観光施設：利用客上位20位までの施設

平和台公園

宮崎神宮
54.6万人/年(H29)

▲ 宮崎市の観光客数の推移
資料：H29宮崎市観光統計

原口
交差点

新名爪
交差点

▲ 平日・休日の混雑時速度比較
（国道10号 原口交差点～新名爪交差点）

資料：プローブデータ（H29.4～H30.3）混雑時
平日 上り：17時台 下り：17時台
休日 上り：15時台 下り：13時台

※上り：延岡市方向、下り：宮崎市方向

宮崎市
城の駅

大淀川学習館

トムワトソン
ゴルフコース

生目の杜
遊古館

みやざき
歴史文化館

対象区間

524 521 550 585 575 614 639 600

0

200

400

600

800

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(単位：万人)

宮崎市フェニックス
自然動物園

33.2万人/年(H29)

高城温泉
めいりんの湯

木城温泉館
湯らら

自家用車

○国道10号を利用して観光地へ向かうバ
スは、渋滞により生じる遅れについて利
用者から苦情がある。

（交通事業者ヒアリング） H30



５．政策目標（案）の設定
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地域の現状と課題 政策目標（案）道路による要因

５．政策目標（案）の設定（地域の現状・課題と道路による要因）

①－２安全
○追突が7割以上、死傷事故率は県内平均の約３倍

○駅や学校が多数集中し、歩行者・自転車が多い

○生活道路を抜け道として利用する交通が多い

○渋滞による断続的な発進・停止、沿線
店舗への出入に伴う加減速

○歩道未設置区間があり安全性が低い

○渋滞を回避した生活道路への交通進入

③信頼性の高い緊急交

通路の確保
②防災

○緊急避難時の対象区間への交通集中を懸念
○２車線道路であり交通容量が不足

④医療施設への速達性・

走行性向上

③医療
○第３次救急医療施設への搬送に支障

○急な加減速による救急搬送患者への負担

○渋滞による所要時間のばらつき

○渋滞や交差点での加減速

①－３沿道環境
○市内でも主要な住宅地であり、人口は宮崎市平均

を上回る伸び率で増加

○用途地域を指定し計画的なまちづくりを実施

○交通環境の変化による既成市街地の
衰退、新たな道路整備による無秩序な
市街化を懸念

⑤速達性・信頼性の向上

による産業の支援

④産業
○渋滞による無駄な迂回とコスト等が発生し企業活

動に支障

○渋滞による所要時間のばらつき

①交通環境の改善

○２車線の交通容量を上回る交通が集中

○地域関連交通と通過交通の混在

○沿線店舗への出入による交通阻害

①－１渋滞
○対象区間は４車線道路に挟まれた２車線区間

○対象区間には主要渋滞箇所が集中

○平日・休日ともに終日渋滞が発生

【暮
ら
し
】

⑥速達性・信頼性の向上

による観光振興の支援
⑤観光

○観光地への円滑な移動を阻害
○観光交通が多くなる休日が特に渋滞

【防
災
】

【医
療
】

【産
業
】

【観
光
】 25

②沿道環境の保全



６．第２回意見聴取方法について
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対象者

ヒアリング ※１

【沿線自治体および団体代表者】宮崎市周辺地区の団体などへの意見聴取

沿線自治体：宮崎県、宮崎市、西都市、新富町 ４自治体

各団体等：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所、消防署、警察、観光協会、農協、学校など ２０団体程度

【企業等】周辺地区の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 主要１００社程度

オープンハウス
（ヒアリング） ※２

【地域住民】市役所等にオープンハウスを設置

宮崎市（市街地部、住吉地区、佐土原地区）：宮崎市役所等 ３箇所

アンケート ※３

【地域住民】沿線の地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を配布し意見聴取

評価対象地域周辺の世帯に抽出配布 （約4.5万人：20歳以上） 約1,000部（抽出）

上記以外の宮崎市全域を対象に抽出配布 （約28.2万人：20歳以上） 約6,200部（抽出）

【地域住民】沿線の住吉小学校保護者にアンケート用紙を配布し意見聴取

住吉小学校保護者（931人）（H30.4.23現在） 931部（全員）

留置き
【広域的な道路利用者】道の駅にアンケート用紙とアンケート回収ボックスを設置し意見聴取

宮崎市：道の駅「高岡」「田野」「フェニックス」 都農町：道の駅「都農」 ４箇所

1. 意見聴取の基本方針
地域の課題・政策目標（案）に対する意見を伺う。

2. 意見聴取の対象
※１ ヒアリングは、地域の代表者および企業等へ対面方式での意見聴取。
※２ オープンハウスは、市役所等での説明。アンケート票による意見聴取。

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※３ アンケートは、地域住民から対象者を無作為に抽出し、アンケート用紙を
郵送し意見聴取。（１世帯あたり、アンケート回答用返信ハガキを４枚同封
予定）

3. 意見聴取の設問
■地域の課題、道路・交通の課題について

６．第２回意見聴取方法について

▲ 意見聴取範囲
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国道10号 住吉道路
第2回 アンケート調査

平成●●年●月

国土交通省 九州地方整備局

問い合わせ先 宮崎河川国道事務所調査第二課
TEL：0985-24-8502 (直通)
TEL：0985-24-8221 (代表)

4．住民アンケート（案）

①調査概要

６．第２回意見聴取方法について

■調査の主旨を説明

28



4．住民アンケート（案）

６．第２回意見聴取方法について

②アンケート調査票

■地域や道路の課題について説明・意見聴取
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4．住民アンケート（案）

６．第２回意見聴取方法について

②アンケート調査票

■地域や道路の課題について説明・意見聴取
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4．住民アンケート（案）

６．第２回意見聴取方法について

②アンケート調査票

■地域や道路の課題について説明・意見聴取
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4．住民アンケート（案）

６．第２回意見聴取方法について

③返信用はがき

32

問4-3 「問4-1」の課題以外で、課題だと思う事があればご記入ください。（自由回答）

問4-1 国道１０号（住吉・佐土原地区）について、５つの課題を５段階（そう思う・ややそう思う・
あまりそう思わない・そう思わない・わからない）で評価してください。

（５段階評価） 【 １～５の課題それぞれ該当する箇所に1つだけ 〇 をつけてください 】

番号 課題 そう思う
やや

そう思う
あまりそう
思わない

そう
思わない

わからない

1-1 渋滞が発生している

1-2
車の事故も多く、歩行者へ
の安全性も低い

1-3
今の市街地の衰退や無秩
序な市街化への懸念

2
災害時に緊急交通路として
信頼性が低い

3
救急施設までの搬送時間が
かかる

4
無駄な迂回など企業活動に
支障

5
観光地への円滑な移動がで
きない

問4-2 「問4-1」の回答について、そう思われた理由を教えてください。（自由回答）

番号 理由

1-1

1-2

1-3

2

3

4

5

（表 面）

郵 便 は が き

料金受取人払郵便

宮崎中央局

承 認

○○〇

差出有効期限
平成●●年●月
●日まで
（切手不要）

８ ８ ０ ８ ５ ２ ３

宮崎県宮崎市大工2-39

国道10号 住吉道路

計画段階評価 事務局 行

※個人情報を同意なく第三者に開示・提供することはありません。
（法令により開示を求められた場合を除きます。）

下記にチェックおよびご記入をお願いいたします。

（裏 面）

問1 ふだん、住吉・佐土原地区の国道１０号をどの程度利用していますか？
（単一回答）

1．ほぼ毎日 2．週に数回程度 3．月に数回程度

4．ほとんど利用しない 5．利用したことがない

問2 住吉・佐土原地区の国道１０号を通行する際の、主な移動手段は何ですか？
（単一回答）

1．自動車 2．公共交通 3．バイク 4．自転車 5．徒歩

問3 住吉・佐土原地区の国道１０号を通行する際の目的として、最も多い目的は何です
か？ （単一回答）

1．通勤・通学 2．仕事 3．私用 4．その他

◆あなたご自身の事について【記入または該当する番号と箇所に○をつけてください】

住所 〔 〕県 〔 〕市 〔 〕町

性別 ①男性 ②女性 年齢
①10代 ②20代 ③30代 ④40代
⑤50代 ⑥60代 ⑦70代以上

問5 その他ご意見がありましたらお聞かせください。（自由回答）


